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1.本稿の目的
筆者が担当する「多文化共生論」は、国際文化学科１
年後期に開講されており、グローバル化する日本におい
て、近い将来に身近な地域社会で外国出身住民と接する
ことになるという前提で、異文化理解を促進し、地域の
国際化に貢献できる人材の育成することをねらいとして
いる。このねらいに従って､平成21年度から岩手県国際
交流協会の協力を得て、連続ワークショップ形式の授業
を取り入れている,経緯および過去２年間の実践につい
ては、これまでの報告を参照されたい'。
３年目となる今年度であるが、ワークショップの材料
が一部刷新される等、よりブラッシュアップするための
試行錯誤は、いまだに続いている。学外講師を招いたこ
のような取り組みを継続的に記録し、公表していくこと
は、地域の国際化に一定の役割を果たすべき国際文化学
科として、当然必要なことであると考える。
2.ワー クショップの概要
授業は火曜５限に行われ、履修者は８名であった。
全15回の授業のうち、開講当初は筆者が講義を行い、
その後、１回の講義を挟んだ１回と３凹に分けて、計４
回のワークショップを行った。その後また講義に移り、
学生が課外で直接参加した国際交流・異文化理解に関わ
る活動について発表会を実施したのは、例年と同様であ
る｡
内容・形式・担当者等は、筆者の授業計画からの要望
を受けて、講師陣によって決められた．テーマとして、
講義部分では「文化とは何か」「異文化接触の際の課題」
「日本の多文化共生をめぐる歴史と現状｣｢外国人集住地
域の取り組みと課題」を扱い、ワークショップ部分では
「異文化接触の際の課題」「岩手県の現状と課題｣を扱っ
＊国際文化学科
－７１
た。具体的なワークの内容は、昨年度から一部変更され
ている。
ファシリテーターを勤めた講師は、過去２年間担当い
ただいたチームから４名が参加くださった2｡識而謝金等
の費用は、盛岡短期大学部と県国際交流協会とで、それ
ぞれ２回分ずつを負担した。
この場を借りて、お'忙しい中をご協力くださいました
岩手県国際交流協会、同協会宮順子氏、同じく中村美香
子氏およびワークショップに関わって下さった方々に、
心から感謝申し上げます。
3.ワー クショップ各回の内容
ワークショップごとに、まず内容を記す。各回のねら
い及びワーク名は講師が付けたものである。内容につい
ては、講師が準備した資料に基づいて、筆者が要約・補
足した。その後、学生が毎回授業の一週間後までに提出
したレポートから、学生の感想・反応を筆者がまとめた
ものを記す６
3-1．第１回１１月８日(火）
3-1-1.内容
講師藤沢義栄氏（県内公立小学校教諭）
○異文化理解ワークショップl
ねらい「日韓の歴史背景を知った上で、国際交流・国際
理解は国家間の関係を超えてできるものであり、未来
につながっていくものだということに気づくにＪ
アイス・ブレイキング（自己紹介）
ワーク「孫基禎さんの刺跡」
ベルリン五輪男子マラソンで優勝した孫基禎さんの
写真を、最初は説明なしで見、次に説明を受けてから


